
































































































































































































































































































































































































































































　『北堂書鈔』 巻五六に引用する韋昭 『弁釈名』 に 「太















































































































































































































































































































































































































































































































































































































に見える。百官志三・侍中の下文には「もとは僕射一があり、後漢では転じて侍中祭酒 した きに置き、ときに置かなかった」とあり、つまり侍中には僕射があった いうことである。また百官志三には「尚書僕射一人、官秩は六百石。尚書の事を署し、尚書令が不在の
一三















している。僕射が秦官だということについては、 『漢書』にはその明証がないので、しかたなく「古は」というように周代の制度に付会したのだろうか 射」字 「夜」











































































































































引く『漢官解詁』には「衛尉は宮門の中をつかさどり、衛士は宮壁の下に廬をつくり、そ ぞれに定員 部署がある。宮内に居するもの 全員、籍を に提出し そ
一六















































































































































































































宮城で、漢が櫟陽から長安に遷都 てしばらく 中心的な宮城であった 、次第に未央宮が重視されるようにな
二〇
































































































　「秦漢九卿考」 、 『労榦学術論文集甲編』 、藝
文印書館。

